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令和７年４月号

天
草
市
社
会
福
祉
協
議
会
五
和
支

所
管
内
の
民
生
員
ら
２
１
名
が
３
月

７
日(

金
）
石
垣
と
コ
グ
リ
を
見
学
に

来
訪
。
「
棚
底
案
内
人
の
会
」
田
中
隆
光

会
長
ら
４
名
で
案
内
し
た
。

一
行
は
、
前
半
に
御
所
浦
恐
竜
の
島

博
物
館
を
視
察
研
修
し
、
船
か
ら
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
午
後
３
時

ご
ろ
に
到
着
。
「
案
内
人
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
紹
介
後
、
石
垣
め
ぐ
り
に
出
発
。

ガ
イ
ド
の
歳
川
さ
ん
が
前
方
に
聳
え

立
つ
山
を
指
し
て
右
が
天
草
で
一
番

高
い
山
「
倉
岳
」
で
、
二
番
目
が
有
明
町

の
老
岳(
５
９
０
ｍ
）
と
よ
く
間
違
わ

れ
ま
す
が
、
実
は
二
番
目
に
高
い
の
は

左
の
「
矢
筈
岳
」
で
す
。
天
草
で
６
０
０

ｍ
を
超
え
る
山
は
こ
の
二
つ
だ
け
で

す
と
自
慢
げ
に
話
さ
れ
た
。

松
本
邸
の
石
垣
で
は
田
中
会
長
が

説
明
さ
れ
た
。
棚
底
に
は
、
約
１
５
０

０
万
年
前
に
倉
岳
が
噴
火
し
た
際
、
流

れ
出
た
溶
岩
が
冷
え
固
ま
り
火
成
岩

と
言
わ
れ
る
石
が
地
中
に
ご
ろ
ご
ろ

あ
っ
と
で
す
た
い
。
一
方
、
冬
場
に
は

北
風
が
強
い
た
め
、
い
っ
ぴ
ゃ
あ
る
石

を
利
用
し
て
石
垣
を
築
き
防
風
対
策

に
さ
れ
た
と
い
う
話
で
す
た
い
。
参
加

者
は
軽
妙
な
語
り
口
で
説
明
さ
れ
る

田
中
会
長
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
大

笑
い
し
な
が
ら
聞
い
て
お
ら
れ
た
。

「
石
垣
は
い
つ
頃
造
ら
れ
た
の
か
」、

「
石
垣
を
造
る
技
術
者
が
い
た
の
か
」
、

「
御
領
の
石
と
ど
う
違
う
の
か
」
な
ど

興
味
津
々
に
質
問
さ
れ
て
い
た
。

次
に
コ
グ
リ
に
移
動
し
、
再
び
歳
川

さ
ん
が
案
内
。
コ
グ
リ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
た
。
棚
底
は
地
形
上
、

表
流
水
は
少
な
い
が
地
下
に
は
水
が

豊
富
に
あ
る
こ
と
を
、
先
人
ら
は
理
解

し
知
恵
と
工
夫
と
惜
し
み
な
い
労
力

で
コ
グ
リ
を
造
っ
た
。
当
時
は
ど
ん
な

取
決
め
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い

が
、
他
人
の
田
ん
ぼ
や
土
地
を
掘
り
返

し
長
い
と
こ
ろ
で
約
２
０
０
ｍ
下
ま

で
水
を
引
い
て
い
る
と
歳
川
さ
ん
が

説
明
さ
れ
る
と
参
加
者
ら
は
一
様
に

驚
い
て
お
ら
れ
た
。
現
場
で
は
、
下
に

降
り
て
コ
グ
リ
を
興
味
深
く
覗
き
込

ま
れ
る
人
も
い
た
。
ま
た
、
倉
小
前
で

は
、
野
口
雨
情
が
作
詞
し
た
旧
城
河
原

小
と
旧
棚
底
小
の
校
歌
が
実
は
よ
く

似
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。

棚
底
特
有
の
北
風
が
強
く
寒
い
中

で
の
案
内
だ
っ
た
が
、
田
中
会
長
と
歳

川
さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
当

意
即
妙
の
受
け
答
え
が
好
評
で
み
な

さ
ん
満
足
し
た
表
情
で
帰
路
に
着
か

れ
た
。

五
和
町
の
民
生
員
ら
が
石
垣

と
コ
グ
リ
見
学
に
来
訪
！

倉岳歴史民俗資料館前の広場に

「うしろ倉岳 まえ龍ヶ岳 中の小島は

浮き沈み」という野口雨情の句碑が

建っているのをご存じですか。

その浮き沈みする「小島」に３月１

日(土）、祠や遺物、遺構などの調査、

探索のため棚底物語の編集委員８

名で渡ってきた。
小島さんは約４０００万年前に隆起

してできた島で、面積が約５反、長さ
は約１００ｍという。干潮時だったの
で改めて島の大きさを実感した。

今回は、土器の欠片など遺物の発

見はなかったが、祠の計測や小島さ

んの干潮時の全体像を確認できる

など意義ある調査となった。

小島さんの大きさを実感！

弁財天の前で記念撮影＝編集委員

コグリ前で解説＝歳川さん石垣について説明する田中さん＝松本邸

旧城河原小と旧棚底小の校歌＝野口雨情作詞



　

 

令和７年４月号

２月末

839（-6)

１月末

460 954（-3）

845

459（-1） 957
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２月末 １月末

557（-7)

高齢化率
５３.６２　％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 267（-1）268 564

427(-2）

1,153（-4）

宮　田 429

2,366 2,350（-16)合　計 1,157

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

４月 ６日（日）～１５日（火）

春の全国交通安全運動２０２５

４月 ８日（火）振興会役員会

４月１５日（火）振興会総会

４月２７日（日）史跡めぐり＆ウォーキング

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
１
０
６
号

令和７年度に整備工事する、「土塁・横堀」と史跡全体へ

のサイン（名称や誘導の看板）の設計が完了しました。３

重の横堀と土塁が棚底城跡の特徴ですが、そのうちの１

重目と２重目は埋まってしまっているところが大半です。

平成３０年度と令和元年度に埋まっている範囲を確定で

きたので、来訪者がその規模を認識できるように地表面で

遺構を表現する工事を行います。土塁があった部分は少

し盛り上げ、横堀は舗装で表現する計画です。今年度で

城跡の工事は最後となります。

（天草市文化課 宮崎）

【設計の成果品】

～土塁・横堀・サイン整備設計が完了～

２
月
１
７
日(

月
）
棚
底
物
語
の
編
集

委
員
８
名
で
八
代
へ
視
察
研
修
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

午
前
８
時
半
過
ぎ
に
コ
ミ
セ
ン
を

出
発
。
三
角
駅
前
、
不
知
火
町
経
由
で

鏡
町
の
農
免
道
路
を
通
っ
て
八
代
神

社
を
目
指
し
ま
し
た
。
途
中
、
蛇
籠
港

と
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
八
代
に
寄
り
ま

し
た
。
商
業
港
と
し
て
栄
え
た
蛇
籠
港

は
以
前
の
面
影
は
な
く
閑
散
と
し
た

漁
船
の
係
留
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
八
代
は
大
型

船
が
寄
港
し
て
お
ら
ず
、
仕
方
な
く

「
く
ま
モ
ン
パ
ー
ク
」
を
訪
れ
、
多
く
の

く
ま
モ
ン
た
ち
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

昔
か
ら
棚
底
の
上
揚
や
歳
川
な
ど

に
は
北
辰
さ
ん
、
妙
見
さ
ん
と
呼
ば
れ

る
祠
が
数
多
く
あ
り
屋
敷
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

八
代
に
よ
り
近
い
姫
戸
や
龍
ヶ
岳
、
御

所
浦
町
に
は
不
思
議
と
な
い
そ
う
で

す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
北
辰
さ
ん
、
妙
見

さ
ん
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
妙
見
祭
り

で
有
名
な
八
代
神
社
を
訪
問
し
ま
し

た
。
八
代
神
社
で
は
先
代
宮
司
で(

元
）

倉
岳
町
浦
出
身
の
小
林
緑
郎(
現
）
日
奈

久
神
社
宮
司
に
面
会
し
、
妙
見
さ
ん
や

建
物(

社
）、
ガ
メ
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
松
江
城
の
城
主
、
松
井

家
の
菩
提
所
で
臨
済
宗
南
禅
寺
の
末

寺
「
春
光
寺
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
本
堂
に

は
初
代
康
之
公
の
像
を
は
じ
め
、
歴
代

及
び
松
井
家
の
人
々
の
位
牌
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
八
代
市
指
定
の
有

形
文
化
財
、
建
造
物
で
別
名
「
俳
句
寺
」

と
し
て
も
有
名
で
高
浜
虚
子
や
松
尾

芭
蕉
な
ど
の
句
碑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
紫
陽
花
寺
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、

歴
史
を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

棚底物語編集委員会【八代神社本殿】

【春光寺】【先代の小林宮司と参加者】


